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冠動脈狭窄症 に 対す る ニ トロ グ リセ リ ン の 作用 機序 を明確 に す る目的で，正 常対照者 12例な らび に
労作性狭心 症 患者 13例に ， ニ トロ グ リセ リ ン の 舌下投与前後に 自転車 エ ル ゴ メ ー タ ー に よ る 2段階式 仲
等度， 最大I 運動負荷 をお こ な い ， 冠動脈狭窄指数 と各種血行動態と の関係 を検討 した
． 患者群のう ち の
5症例に 対 して は， 肺動脈楔入圧 を同時に 記録 し， 他の 血 行動態と比 較検討 した． そ の 結果ニ トロ グリ セ
リ ン舌下投与前の 最大運動負荷 で は ， 冠動脈狭窄指数と 一 回心 仕事量 の 増加量くAS W IJと は， 逆の 相関関
係くr ニ 0ー．644， pく0．01 を， 心 筋虚血 く芝S Tン と は， 正 の 相関関係 くrニ 0．732， Pく0．01 を示 した．
一 方， ニ ト ロ グ リセ リ ン舌下投与後 に は， AS W Iは増加 し， 三S T は軽減 し， それ らの ニ トロ グ リ セ リ ン 舌
下 投与前後の諷 A
，
S W I， A三S Tは ， 冠動脈狭窄指数と それ ぞ れ， 有意の正 の 相関関係 くA，S W I と はr ニ
0－833， pく0．01i A三S T と はr 二 0．883， pく0．01を示 した． しか し， 末棺血管抵抗の変化量 と冠 動脈狭窄
指数， 心 筋虚血 と の 間に は有意な相関関係は認 めら れ なか っ た ． 肺動脈楔入 圧 と 一 回 心仕事量 で 構成 され
る心機能曲線 は， 正 常対照 群で は， ニ トロ グ リセ リ ン 舌下投与前後と も に ， 急峻な同 一 曲線上 を推移 した ．
一 九 狭心症群に お い て は， ニ トロ グ リセ リ ン 投与前で は， 正常群の 心 機能曲線の 右下方 に偏位 して い た
が， ニ トロ グリ セ リ ン 投与後， 正 常群の 心 機能曲線 に 近似した． こ の 動態 は， 冠 動脈攣縮 に よ る狭心 症例
で も 同様 で あ っ た ． 狭心症群に お い ては， トニ トロ グ リセ リ ン投与前の中等度負荷吼 と 憤 与後の 最大負
荷吼 で は， 前負荷が ， ほぼ 同等で ある が， ト投与後の 最大負荷吼 の み虚血 は認 めら れず， 一 回心仕事量
は， よ り大き か っ た ． この 動態 は， 冠 動脈攣縮に よる狭心 症例 で も 同様 で あっ た
． 以上 の 成績か ら， 狭心
症に 対する ニ ト ロ グリ セ リ ン の 作用 は， 冠動脈狭窄部の 緊張緩和に 基づ く ， 冠循環 の直接改善が主 体で あ
ると推論 した．
Key w o rds coron ary spas m， C O rOna ry Ste n OSis inde x， e rgO m eter ex e－
r cis e， nitroglyc erin， pulm o m ary w edge pressur e．
ニ トロ グ リセ リ ン が， 狭心症発 作 に著効 を示 す こ と
は， よ く知 られ てい る が， その 作用機序 に つ い て は定
説がない り． 従来の 諸家の 報告 で は， 冠循環 に 対す る間
接作用2 怖 と する も の と 直接作用 に 基 づ く も の 6ト 川 と
に2大別さ れ る
■ 前者 で は ， ニ ト ロ グ リ セ リ ン の 作用
は， 左室拡張末期凪 左室容積の 減少， す な わ ち， 前
負荷の 軽減を主 体と し， 更に 体血 管抵抗 倭負荷う の
減少が加わ り， 心筋虚血 が改善され る と 説明 され て い
る
． これ に対 し， 後者の 考 えは， ニ ト ロ グ リ セ リ ン は
直接， 主 幹冠動脈を拡張さ せ ， 虚血 部の 冠 血 流その も
の を増大させ ると す るも の で ある
． 直接作用 説は， 古
く か ら 脚昌さ れ て い たが ， 最 払 冠動脈造影の 普及 に
よ っ て 冠撃縮の 綬解作用 が確認さ れる と とも に ， 冠動
脈造影9－1 り－ 川 ， モ デ ル 実験に よ る検討1 51な ど に よ り， 硬
化性冠動脈 に 対す る拡張作用 も認 めら れ， 再び注目 を
集めて い る
．
今回， 著者は， 上 述の 2 つ の 説の 妥当性を血行動態
面か ら解明す る こ と を目的と して， 冠動脈造影で確認
A bbreviatio ns こA V， atrio v e ntric ula rbra nchi C SI， C OrO n a ry Ste nOSis index 三 H R， heart
rate三 L A D， 1eft a nteriorde sc end ing artery ニLC A， 1eft c or o nary a rtery ニL C X， 1eft cir．




















Fig． 1． Right c o r on a ry a ngl Ogr aphicfindings of a patient with a ngln ape CtO ris c a u sed by
right c o r o n a ry artery spa sm くSpa s m－A Pl． A， n O Signific a nt ste n o si w as s e e nin right
c oro n a ry angiogram ． B， right c o r o n a ry a ngio spa s m w a spr o v o c ated by e rgo m ete r
e xer cis e． Tw o spa sticle sio n s w e r evisu alised in s egm e nt lく75％ ste n o sila nd s egm e nt3
く50％ ste n o sil．
した狭心症例 を対象に ， ニ ト ロ グ リ セ リ ン 舌下投与前
後で 運動負荷 を行い ， それ ぞ れ の 血 行動態， 及 び心 電
図変化 を， 冠動脈狭窄度 を考慮 に い れ て対比 検討 した ．
ま た ， 一 部の 症例 で は肺動脈楔入 圧 も併せ 測定 し， ニ
ト ロ グ リ セ リ ン の 前負荷軽減作用 が ， 血 行動態に 及ぼ




金沢大学医学部附属病院第 2内科 に 虚血 性心疾患の
精査の目的で 入 院し， 選択的冠動脈造影 を行 い ， 確定
診断した 器質的労作性狭心症 13例 く平均年齢 51．1 士
8．1才 こ 全例男性フ な ら びに ， 特殊 な狭心症例 と して ，
安静時冠 動脈造影で は正 常所見を呈 し たが ， 運動負荷
に よ り図 1に 示 す よ う に ， 右冠動脈 s egm e nt l及 び 3
に 攣縮 を示 した労作性狭心症の 1例 を対象と した． ま
た ， 心 筋症， 心筋炎， 僧帽弁逸脱症候群疑い 等で入 院
し， 心臓 カテ ー テ ル検査上 ， 異常 を認 め ず， 入 院中の
各種検査所見に も異常を認 め な か っ た 12例く平均年齢
50．5士6．7才， 全例男性1 を正 常対照評 と した ．
工工 ． 心臓カ テ ー テ ル 検査法
心臓カ テ ー テル 検査は， 経大腿 動脈穿刺法 を用 い て
行 っ た ． 通常の 方法で 心内圧 を測定 した後， カ ル ドス
コ ー プ Uくシ ー メ ン ス 社製， エ ア ラ ン ゲ ン ， 西 ドイ ツ1
を用 い ， 毎秒 60コ マ ， 35m m シ ネ フ イ ル ム に て， 左室
造影， 及 び ， 冠 動脈造影を行 っ た ． 選 択的冠動脈造影
はJud kin s法 に より行 っ た ． 通 常， 左 冠 動脈造影は ニ
ト ロ グ リセ リ ン舌下 投与前， 右前斜位 30度， ニ トロ グ
リ セ リ ン 舌下投与後， 右前斜位 30度， 60度， 左前斜位
60度 に て造影を行 っ た ． 次 い で ， 右冠 動脈造影 を左前
斜位 60度， 右前斜位 30度に て 施行 した． さら に病的
狭窄所見の 正確 を期す る た め症例に よ っ て は， 1ない
し2 方向の 追加造影 を行 っ た ． 冠 動脈造影の 判定は，
A m eric a nHe art As so ciation の 分類1 別に 従 っ て狭窄
度 を算出して 行 っ た ． 左室駆出率は Ken n edy の area
le ngth m ethod
1 71 瑚を用 い て 算出 した ．
m ． 冠 動脈狭 窄指数 くco r o n a ry ste m o si index，
CS エコ の 算出法
上 記 の 判定法に よ る冠 動脈狭窄度か ら以 下 の方法に
よ り C S工を 算出した ． 本研究 で は， 運動負荷時の血行
動態 と冠 狭窄度と の 対比 が 目的で あ る た め， 虚血 を起
こ しう る狭窄， す なわ ち， A m eric a nHe artAss ocia－
tio nの 分類 に よ る 75％狭窄以上 を有意の 狭窄19ト25Iと
し， この 有意の 狭窄の み を算定 した． こ の SC Ore は，末
梢に 行 く に 従 っ て 減ず る こ と と し， 図 2 の 如く ， 左主
幹部 s egm e nt 6， 左 回旋枝主幹部 segm e nt l l， 右冠動
脈 主幹部 segm ent l， 2 ， 3 に 3点 を与え， 各分枝の
本数に 応 じて ， S C O r eを配 分した ． す な わ ち， 右冠動脈
bra n ch三 P W P， pulm on ary w edge pr ess urei R P P， r ate pr eSS u repr Odu ct三 R CA， right
c or o n a ry a rtery ニS eg． Or S， S egm entニS W I， StrOke w ork index ニ T P R， tOtal peripheral
resista n c e．
ニ ト ロ グ リ セ リ ン の 虚血改善機序に 関す る臨床的研究
Fig．2． Sc o re sfo rthe c riteria ofc o ronaryste n osi
inde xpr opo s ed in the pr e se nt study． RC A， right
C Or O n a ry a rtery ニLC X， 1eft circ u mfle x a rte ry ニ
L A D，1eft a nte rio rdes c ending a rte ry ニL C A，left
C Or On ary a rte ry iA V， atrio v e ntric ula r br a n ch三
P D， pOSterio r de sc e nd ing br a nchニ S， Segm entエ
ロ
， SC Ore Ofc oro n a ry ste n o si inde x．
923
量 くstroke w o rk index，S W Il， 末梢血 管抵抗 くt。tal
Pe ripher alre sista n c e， T P Rl， r ate PreS Su r ePr Odu ct
くR P Pl を以 下 の 式に て 算出し た．
S W Iくgmlbe at． m 2lニ 平 均 血 圧 X 一 回 心 係 数 X
O．0136
T P Rくdyn eノs e c． c m 5． m 21
80x 平均血圧
心係数
房室結節枝， 右冠 動 脈 後下 行枝に は， 1 ．5点 ず つ ， 左 前
下行枝は， S egm e nt 7， 8に 1点ず つ ， S egm e nt 9，
10にも 1点ず つ ， 左 回旋枝の 病変で は， S egm e nt l に
は3 息 segm e nt 13 に は 2 点 を， Segm ent 12， S eg－
m e nt 1 4 には各 1 点ず つ を与 えた． 左 冠 動脈主 幹部は
iL
segm e nt6 ＋s egm e nt ll
，，
で あ るた め 6点 と した． こ
の各々 の segm e nt の sc ore を加算 し て 各症 例の 冠 動
脈狭窄指数を算出した
．
IV． 自転車 エ ル ゴ メ ー タ ー に よ る 運動 負荷法 く運動
負荷I
患者は， 1週 間， 休薬 し， 食後 2 時間以 後 に べ ッ ド
に固定した エ ル ゴ メ ー タ ー 4 05 型く建部青州堂社製， 東
新 に て ， 仰臥位に て ， 運動負荷を加 え た． あ ら か じ
め， その 患者の 行い う る最大負荷量 を決定 して お き ，
その 1ノ2量 仲 等度負荷う を最初の 3分 に加 え， その
後の 3 分に 各人 の 行 い う る最大負荷 を加 える 2段階負
荷を施行した．
運動 負荷前， 運 動 負荷開始 3分後 仲 等度負荷時う，
及び， 運動負荷開始6 分後 く最大負荷柳 に 動 脈圧 ，
及び心拍出量 を測 定し た
． 動脈 圧 は上腕動脈に お い て
観血的に 記録し， 心拍 出量 は 同部位 か ら色素稀釈法 に
より測定した．
更 に， 運動負荷前， 中等度負荷時， 最大負荷時 に ，
前壁側誘導 くV4－6う， 下壁 側誘導 くI 川I， 8Vtrう の 心電
図記録を行 っ た ．
V ． 肺動脈 楔入圧 の 測定
肺動脈楔入 圧 の 測 定は， 正 中肘静脈 よ り肺動脈 に 挿
入したス ワ ン ガ ン ツ ■ カ テ ー テ ル を用 い て 行 っ た ．
VI． 血 行動態指標
血行力学的指標と し て は， 上 記以外 に ， 一 回心 仕事
R P Pニ 収縮期血 圧 X 心拍数
VII． 負 荷心電 図 の 判定
負荷心電図判定規準 は， QR S終末点くJ－pOintl よ り
0．08秒 の 点 が 基 線 よ り 1 m m 以 下 の 低下2612 7堰 示 し
た場合 を負荷陽性 と判定し， II，III， aVF，V．－6の S T低
下値 血 ml の 総和， 三 S Tくm ml2 8，2 9憧 各症例 ごと に
算出 した．
VI打． 統計処理 法
測定値 はす べ て 平 均値 士S Dくnlで 示 した． 平均値間
の 差の 検定 に は， paired， 及 び， u nPaired t－te St によ
り行い ， pく0．05 以下 を有意差 あ りと した
．
各種指標間の 関連性 に つ い て は ， 相関及 び回帰分析
をお こ な い ， Pく0 ．05以 下 を有意と判定 した．
成 績
王 ． 心臓 カ テ ー テル 検査所 見
今回， 対象と した正常対照瓢 狭心 症群 の 左 室拡張
末期凪 左室駆出率は， 各群とも に正 常範囲内で あ っ
た く表 1 ， 2フ．
冠動脈造影所見 で は， 正常群の 冠動脈像 は異常 なく ，
狭心症 群 は全 例 に 有意の 冠動脈狭窄を認め， 著者 の 設
定 した冠 動脈狭窄指数で は 2 へ 6．5 を示 し， その 平 均
値は， 4 ．2士 1．5 で あ っ たく表 3う． 99％の 狭窄を示 した
症例 1 ， 6， 1 1 では， そ れ ぞれ側副血行路の 発達が認
められ た．
H ． 血 行 動態指標 く表1， 2う
運動負荷量 は， 正 常対照 群， 狭心症の 両群間に 有意
差 は認 めら れ な か っ た
．
1 ． 心 拍数 くbeart r ate， H Rl， 平均血圧 く皿 e a n
blo od pr es su r e， M B PI
E R， M B P は運動負荷前値及 び， 最大負荷値は両群
とも に ， ほ ぼ 同様の 値 を示 し， 有意差は認 め られ な か っ
た
． また ， 両 群の 最大負荷時心拍数の 予測最大心拍数
に対 する割合 は ニ トロ グリ セ リ ン投与前で は， 正 常対
照群 79士 7く12J ％， 狭心症群 83士 10く13う％で あ り， ニ
トロ グリ セ リ ン 投与後 で は， それ ぞれ 82士 9く12I ％，




2 ． T P R
ニ ト ロ グリ セ リ ン 舌下投与前の運動負荷前借 は， 両
群 と も に， ほ ぼ同等で あっ た が ， 最 大負荷値 は， 正 常
群 で は， 1209．0 士322．1く121dyn eノs e c．c m－5 ．m 2， 狭心
症群で は， 1795．4 士463．6く131dyn else c． c m
－ 5 ． m
2を示
し， 正常群が有意 に 低値 を示 した ． ニ トロ グリセ リ ン
舌下投与後で は， 運動負荷前借， 及び， 最大負荷値 と
も に 両群間 に 有意差は認 め られ なか っ た ．
3 ． S W 工
ニ トロ グ リセ リ ン 投与前， 及 び， 投与後の い ずれ に
お い て も， 運動負荷前億 は ， 狭心症群と 正常群 の 間に
有意差 を示 さ なか っ た ． 運動負荷 に よ る S W 工の増加
量 を AS W lく最大負荷億 一 負荷前胤 と してみると，
図 3 に 示 す よう に ， ニ トロ グ リ セ リ ン舌 下投与前の
AS W I は， 正 常群 が， 64－2 士26．1く12lm gIbe at． m2， 狭
心症群が ， 12－0 士18．1く131gmlbe at． m
2
と正 常群が有
意くpく0．01ぅに 高値 を示 した ． しか し， ニ トロ グリセ
リ ン舌下投与後の AS W l は正常群 が 45．2士18．0く121
gmlbe at． m
2
， 狭心 症群 が 45．2士18．0く131gmlbe at．
m
2と両群問に 有意差 を認め な く なっ た ，
更 に ， ニ ト ロ グリセ リ ン の 効果 を明確に す るためA，
S W Iくニ ト ロ グリ セ リ ン舌下投与後 AS W ト舌下投与
前 ムS W エフを検討 す る と， 正 常群 は， － 19．6士19．4く12う
gmlbe at．m 2， 狭心症群 は， 33．2士22．0く131gmlbe at．
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Table 3－ Co r o n a ry a rteriogra m a nd eIe ctr o c a rdiogr aph ic
Cha nge sin pat ie nts wit ha ngJ n aPe CtO ris
Ca 5 e













l K． M 9 9 5 0 5 0 3 1．5 0 1．5
2 J． 暮 5 0 7 5 2 1．0 0． 5 0． 5
3 l． M 75 3 2．0 1．5 0．5
4 M． A 7 52 5 3 1． 5 1．5 0
5 F． H 7 5 25 3 2． 5 2．0 0 ．5
6 S． Y 2 525 5 0 7 5 99 5 0 4 2．3 0 2． 3
7 M ． Y 2 5 9 0 7 52 5 25 25 5 3．8 0 3．8
8 H． A 2 5 75 9 0 252 5 2 5 25 2 5 2 5 4． 5 3．3 0． 5 2．8
9 Y． S 2 5 7 5 2 5 2 5 25 6 9． 5 3．5 6．0
10 M ． N 50 50 9 0 50 9 02 59 0 2 5 90 50 a 5 4．0 0 4．0
正 K． M 25 2 5 25 7 5 5 07 5 9 9 邑5 6． 0 0 6．0
1 2 H
．
T 2 5 2 5 75 7 5 25 7 5 6 3． 8 0 3．8
13 Y． U 7 5 25 3 2． 5 0．5 2． 0
C S J． c o r o n ary ste n o sis lnde xi A Vl atrLo v e ntric ula r br a n chi P DI PO Ste rJo r de s c e nding br a n ch i
N G－ nitr oglyc e rini ム23S T． ES T af te r admfnist r atio n of nitr og－yc e rin － ES TbeIo re ad mZnistr atio n
Qf nitr く唱けC e rirh
m
2であり， 正 常群 に 比 し， 狭心症群が有意くpく0．01う
に高値を示 した
．
王工． 心 電 図上 の 虚血性変化
正常群で は， 運動負荷 に よ り S T－T 変化 を きた した
症例は認め られ なか っ た
． 狭心 症群 に お け る最大負荷
時のS T低下の 緩和 く三S Tう は ニ ト ロ グ リセ リ ン舌下
投与前で は， 3■3士2．2く13フm m であっ たが ， ニ トロ グ
リセ リ ン 舌下投与後 の運動負荷 で は， 0．8 士1．1く13J
m mであり く表3う， 有意 くpく0．01う に 虚血 の 改善が
認められた．
肌 血 行動 態指標， 心 電 乳 及 び， 冠 動脈 狭窄指数
の 相互 関係
1． A S W lと 三S T との 関係
両者は， r ニ ー 0．520で ， 有意くpく0．0引 の 負の 相関
関係を有し，S T低下 が 強い 狭心症例 ほ ど， AS W Iの 増
大が抑制さ れる こ と を示 して い た く図 4 aフ．
2 － A，S W I とA三S Tくニ ト ロ グリセ リ ン 舌下投与後
三S T一 昔下投与前 三S Tl と の 関係
両者に は， r こ 0．553 で有意くpく0．05ぅの 正 相関があ
りく図4 bう， 虚血 改善が強 い 症例 ほ ど， S W Iの 改善が
















No r m al c ontroI Aqgin ape cto ris
Fig．3． Effe ct of sublingu al administratio n of
nitroglyc erin o nS W I． T he Effe ct ofsublingu al
ad ministr atio n of nitroglyc erin o nS W I． T he
ba r repr es e nts the ＋sta nda rd deviatio n． Sta ．
tisticai diffe r en ce ニー 轟 ホ， pく0．01． 皿 ， befo r e sub－
1ingu aladministratio n ofnitr oglyc rein3 A ， afte r
Sublingu al administratio n of nitroglyc e rin ．
S W I， StrOke w o rk inde xニ AS W I， S W I at
m a xim ale x e rcise－S W Iat rest．
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3 ． C SI と 三S T との 関係
両者の間に は， r ニ0．732 の有意くpく0．01の 正相関
が あ りく図 5う， CSI と運動負荷 に 伴う 虚血の 程度と は
密接 な関係を示 した．











4 ． CS T とA三S T との関係
両者に は， r ニ 0．883の 有意くpく0．0い の 正相関が認
め られ た く図 6う．
5
ム ES Tくm 呵
Fig． 4． Co r relatio nbetw e e nAS W Ia nd 三S TくaI， a nd betwee n A
，S W Ia nd A 三S TくbJ．
alSolid lin e repr e se nts thelin e a regressio n a n alysisbetw e e nムS W Ia nd 三S T．
blSolid lin e repr e sents thelin e a r r egre ssio n a n alysisbetw e e nA
，
S W Ia nd A 三ST．
S W I， StrOke w ork inde xニ AS W I， S W Iat m a xim alexercis e
－S W Iat r estニ A
，S W I， AS W I
after sublingu aladministr atio n of nitr oglyc erin
N A S W I before s ubringu aladministr atio n of
nitr oglyc e rin呈 A 芝S T， 三S Tafte r sublingu al administr atio n ofnitr oglyc e rin一三S T befo re
Sublingualadministr atio n ofnitroglycerin ．
1 2 3 4 5 6 7
C S l
Fig．5． Cor relatio n betw ee nS T a nd CSI－ Solid
lin e r epre se nts the lin e a r r egr ssio n a nalysis
betw e en三S Ta nd C SI． C SI， C O r O n a ry Ste n O Sis
inde x．
Fig，6． Co rr elation betw e en A三S Tand C SI． Solid
lin e r epr es ents the lin e a r regr e ssio n a n alys
is
betw e en AE ST a ndc o r o n a ry ste n o si in dexくCSIl．
A 三ST， 三S T after s ublingu al administration of
nitr oglyc erin一三S T befo re s ublingual administra－
tio n ofnitr oglyc e rin ．
ニ ト ロ グリ セ リ ン の 虚血改善機序に 関 する臨床的研究
5． CSIと AS W I との 関係
両者に は， rニ
ー 0．644 で有意くpく0■0い の 負の 相関
が認められ た く図7う．
6 ． CSI とA
，S W I との 関係
両者間に は， r ニ 0．錯3 で 有意くpく0．0い の正 相関が
認められた く図8J．
7 ． ニ トロ グリ セ リ ン に よる 末梢血管抵抗変化量の
改善度くA
，T P Rl と CS I 及 び， 心電図 S T低下度の こ
トロ グリ セ リ ン に よ る改善度 仏三S Tう と の関係
A
，
T P Rくニ ト ロ グリ セ リ ン投与後 A T P R－ ニ トロ グ
CSt
Fig．7． Cor relatio nbetw ee nAS W Ia nd C SI． Solid
lin e r epre se nts the line a r regr es sio n a n alysis
betw e enA S W Iくstroke work inde x at m a xim al
e x er cis e－ StrOke w o rk in de x at re stl a nd C SI
















1 2 3 4 5 6 7
Fig．8． Co rrelatio n betw ee n A ，S W Ia nd C SI．
Solid lin e repres e nts thelin e a r r egr es sio n a n aly－
Sis betw ee nA S W Ia nd CSI． S W I， StrOke w o rk
in dexニ A S W I， S W Iat m a xim alex e rcis e－S W Iat
restこ A
，
S W I， AS W Iafter sublingu al administr a－
tion of nitroglyce rin A S W I before sublingu al
ad ministr atio n of nitr oglyc e rinニ CSI， C O r O n a ry
Sten o si inde x．
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リ セ リ ン投与前 A T P RIと C S工との 間に は， 有意の 相
関関係は認 め られ ず， A，T P R とA三S T との 間 に も 有
意の相関は認 められ な か っ た ．
IV
． 肺動脈楔入 圧 を中心 と し た検討
ニ トロ グリ セ リ ン 投与前の運動負荷 で はS T低 下 を
示 し， ニ ト ロ グリ セ リ ン投与後の運動負荷で は，S T低
下 が認 め られ な くな っ た器質的冠動脈狭窄を有す る労
作性狭心症4例， 右冠動脈撃締 に よ る労作性狭心症 1
例， お よび正 常対照群 3例 に つ い て は， 運動負荷 に際
し， 肺動脈楔入圧 を他の血行動態と同時に 測定 した．




い て 運動負荷前， 中等度負荷， お よ び 最大負荷時の
S W 工
， 肺動脈楔入圧 をそれ ぞれ縦軸， 横軸と し た座標
で表わ す と， 図 9 の ような心境能曲線を形成 した．
正 常対照群で は ニ ト ロ グリセ リ ン投与前後と も に，
運動負荷 に 伴い ほ ぼ同 一 心機能曲線上 を， 急峻 に 上昇
す る動態を示 した． こ れ に 対 し， 狭心症群で は， ニ ト
















p w pく 冊 HgI
2 0 3 0
Fig．9． Co r relatio nbetwe en S W Ia nd P W P befo re
a nd du ring e rgo m ete r e x e rcise． T he ba r r e－
pres e nts the ＋ sta nda rd de viatio n． 啓 一 命 ，
n o r mal c o ntr ol befo r e sublingu al administratio n
Of nitr oglyc e rin妄 0
一 一 一 0
， n O rm al c o ntr ol after
Sublingu al administratio n of nitr oglyc e rini
一
っ血 ， patie nts with a ngina pe cto ris befo r e
administratio n ofnitroglycerinこ ムー ーム ， Patie nts
With a ngin ape cto ris after s ublingu aladministr a－
tio n of nitroglyc erini Lb
一 国
， Spa s m－A P before
S ublingu al administratio n of nitr oglyc e rini Ej
－ － 一 口
， Spa s m－A Paftersublingu al ad ministr atio n
Of nitr oglyc e rini P W P， pulm ona ry w edge
pre sslユe三 S W I， Str Oke w o rk inde x．
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圧，
一 回 心 仕事量 の 運動負荷前借 は そ れ ぞ れ 7．5士
1 ．3いり m mHg， 60．9士17．0く41gmlbe at． m 2と正 常対
照群と有意差 はな か っ た が， 中等度負荷 お よ び最大負
荷に よ る肺動脈楔入圧の 上 昇 は正 常群 に 比 し有意 くp
く0．01う に 大 き く， 一 回心仕事量の 増大 は有意 くpく
0．05う に 抑制 され， 心機能曲線 は対照群の 右下方に 位
置 した． ニ トロ グリセ リ ン投与後 で は運動負荷 に よ る
肺動脈楔入圧 の上昇 は軽度と な り， 一 回 心仕事量の増
加の 抑制は改善さ れ， 心機能曲線 と して は， 上 方 へ 移
動 し， 正 常対照群と近似 した 曲線 を示 した． 冠 動脈攣
縮に よ る狭心症の 1例 は図 9 に 示 す よう に ニ トロ グリ
セ リ ン舌下投与前， 投与後 とも に ， 狭心症群 と ほぼ 類
似の心機能曲線 を示 した．
2 ． 同等の肺動脈楔入圧 を示 す トニ ト ロ グリ セ リ ン
投与前の中等度運動負荷時J と トニ トロ グリ セ リ ン 投
与後の最大負荷時J の 血行動態の 比較
狭心症 にお い て は，rニ ト ロ グ リセ リ ン 舌下投与前の
中等度運動負荷時J の肺動脈楔入圧と トニ ト ロ グリ セ
リ ン 舌下投与後の最大負荷時J の 肺動脈楔入圧と は，
ほ ぼ同等 の値 を示 した ． そ こ で， 両者の 三S T，S W I， 及
び， R P P を比較 した く表 41． 三S T に関 して は前者 に
お い ての み， 1．5士0．4く41m m の ST 低下 を示 し，後者
にお い て は， 全く S T低下 を示 さ な か っ た ． S W Iに 関
して は， 後者 に お け る値が 前者に 比 し， 有意 に 高値 を
示 した． また ， R P P に関 して も後者 に お ける値が 前者
に お け る備 に比 し， 高 い 傾向 を示 した ． こ の よう に ニ
トロ グリ セ リ ン 投与前で は， 虚血 を呈 す る肺動脈楔入
圧に お い て ， ニ トロ グリセ リ ン 投与後 で は， 虚血 を呈
さずに， 心臓 は より大 き な仕事 を行 い えた ． 冠動脈攣
締 に よる労作性狭心症例 に お い て も， ま っ たく同様な
こ とが 認め ら れ た く表4う．
考 察
本研究 に お い て著者は， 運動負荷時の血行動態及び，
心電 図上 の 虚血 性変化と これ ら に対 す る ニ ト ロ グリセ
リ ン の 作用 を検討 し， ニ トロ グリ セ リ ン の 作用機序を
明ら か に す る こ と を試み た． 運動負荷法と しては， 危
険な不整脈 の誘発 を防ぎ抑 ， 任意の 虚血性変化を安全
確実に 惹起 しう る方法と して， 臥位 エ ル ゴ メ ー タ ー に
よ る 2段階負荷 を選択 し， 終末点 を各人 の行い うる最
大負荷 と した ． こ の負荷法 は， 普遍 的に 行い うる利点
はあっ たが ， 各個体 に 対 し， 均等な 負荷が与えられる
か どう か に つ い て は問題があっ た ． しか し， 結果的に
は ， 正 常群 ， 狭心 症群の 2群間で有意差 を認めず， ま
た ， 平均血 圧 に も有意差を認 めず両群 とも に 亜最大負
荷 を均等 に 与え る こ とが で きた ．
ニ トロ グリセ リ ン が ， 運動負荷 に 及 ぼす 効果を検討
す ると， 狭心 症群 で は， ニ トロ グリ セ リ ン 投与後の運
動負荷に お い て ， S T低下度く三S Tlの 改善 を来すとと
も に ， それ に 伴な い 一 回心仕事量 の 増大度くAS W エコの
抑制が軽減 され た ． ま た， 運動負荷 に よる ST 低下度と
一 回心仕事量増大度の 相関の検討 で は ニ ト ロ グリセリ
ン に よ る S T低下 の 改善度くA 三STlと 一 回心仕事量増
大抑制の改善度 くA
I
S W Iう は 正相関 を示 し， ニ トログ
リ セ リ ン に よ る虚血改善 と左心機能の改善 は密接に関
連 して い る こ とが 明ら か に さ れ た． こ の 様 に ニ トロ グ
リ セ リ ン が 運動負荷時の 虚血 の 改善 を示 す こ とは諸
家2ト4I6りこよ り認め られ て お り， そ の 機序に つ い ては，
Table 4． D i ffe r e n c ebetw e e nhem odin a mjc pa r a m et r s at m ode r ate ex e r cis e befo ，e
ad ministr atjo n of N G a nd at m a xim al e x e r cis e aft er administr atio n of N G
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ニ ト ロ グ リ セ リ ン の 虚血改善機序 に 関す る臨床的研究
冠循環に対す る間接作用 に 由来す る と の考 えと， 冠 循
掛こ対す る直接作用 に 由来す ると の 2説1ト 岬 が 脚昌さ
れて い る ． 前者の 考え 方 は， Ga n zら別の 知見に 代表さ
れる． 彼等 は， ニ トロ グ リセ リ ン の 冠動脈内注入 に よ っ
て冠血流の 増大 を図っ て も， ペ ー シ ン グ誘発狭心痛 を
改善し得な い こ と を示 した． こ の 事実か ら， ニ ト ロ グ
リセ リン の虚血改善作用 は， 主 と して 前負荷軽減作用
に伴う左室拡張末期容積 の 縮少に よ る も の で あり， こ
れに体血圧減少作用 ， す なわ ち， 後負荷 の 減少が附加
されJL一筋酸素需要の 減少， 更に は心筋内血流の 再分布
をき たすと推定 した． これ に対 し， 後者の 説は ， ニ ト
ロ グリ セ リ ン は冠動脈， 特に 主 幹部に 直接作用 して 狭
窄部の 緊張あ るい は， 攣縮の 綬解7ト 川 に よ り血流を増
大させ ， 更に側副血行路の 血流 をも増大 させ7ユ1 0j， 虚血
を改善する と説明す るも の で ある．
著者は運動負荷時の 虚血 に 対す る ニ ト ロ グ リセ リ ン
の改善作用 に 上記 い ずれ の 作用 が主体 をな して い る か
を検討する ため， まず， 冠動脈硬化の程度 を指数化 し
て 客観的に 把握す る こ と を試み た． 冠 血流障害は軽度
の狭窄では惹起 され ず， 血 流と狭窄と の 関係 を検討 し
たモ デル実験2 0ト2 6牝 よれ ば， 50へ 75％以 上 の 狭窄で ，
急激な血流の減少が起 こ ると され て い る
． 従っ て ， 冠
血流障害を評価す る た め に は， 50旬 75％以 上 の狭軌
すなわ ち， Am eric an He a rt Ass o ciatio nの 分類 瑚 で
は， 75％狭窄 く51旬 75％う 以上 を冠血流 に対 す る有意
狭窄と して判定す べ きで ある． 更に 冠血流障害の 影響
は， 本幹か ら分枝 す る に従 っ て 当然， 減少 し， 本幹 の
有意狭窄の 冠血流障害 を10 と すれ ば， 2 つ に 分かれ
た分枝の 有意狭窄の 冠血 流障害 は50 と評価す べ き で
ある31ト3 41． よ り詳細な 冠血 流障害の 判定 に は分枝 の 心
筋漂流域， 分枝の 発達度 も問題 に す べ き で ある が， 冠
動脈像の 判定に， こ れ らの 因子 を加 える と指数判定が
複雑化する ため， 著者 は本幹か ら分枝す る各校 の 流量
を等価と評価して ， 本幹の S C O reを各分枝数 に よ り除
したs co re を各分枝の 冠狭窄指数 と した． この よ う に
冠血流障害 を考慮 して 判定 した冠動脈狭窄指数くC SIl
と三S Tとの 間に は有意 な正相関が， ま た， 冠動脈狭窄
指数と S W I との 間 に は 有意な逆相関が認 め られ ， 運
動負荷時の S T低下 ， す な わ ち心筋虚血 ， 及び ， こ れ に
よ っ て惹起され る心 機能障害 は冠 血 流障害と密接な関




域少が 一 定 レ ベ ル 以 下 に な ると 負荷心電図は陽性所見
を呈する こ と を示 して お り， 更に Cohn ら3即 ， 石 村 ら和
も， 冠動脈有意狭窄と 心電図上 の 虚血性変化と は関係
を有す ると報告し てい る
． しか し， 本研究の よ う に ，
詳細な狭窄程度 の 観察 に もと ずき， 運動負荷時の S T
変化との 関係を論 じた成績は， ま っ た く認 め られ ない ．
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次に ， 冠 血流障害に 与える ニ ト ロ グ リセ リ ン の 効果
に つ い て 考察す る． 冠動脈狭窄指数と ニ トロ グ リ セ リ
ン に よ る S T低下 の改善度 A三S T と は正相関を示 し，
更 に ， ニ トロ グリセ リ ン に よ る心機能の 改善度 と冠動
脈狭窄指数の 間 に も正 相関が示 さ れ た． す なわ ち， 有
意な冠 動脈狭窄 を有 し， ニ トロ グリ セ リ ン 舌下投与前
の 運動負荷 に 際 し，冠血流障害の 程度の強 い症例 ほ ど，
ニ トロ グリ セ リ ン 舌下投与 によ り， 冠血 流障害， 左 心
機能 が とも に よ り改善さ れ ると い う成績 を得た． 最主瓦
M cGr ego r
1 61は ， 従来， 報告さ れ て き た こ トロ グ リ セ リ
ン の作周機序 に 関す る文献 を総括 して， 冠動脈 モ デ ル
を想定 し， 冠動脈の太 い 部分 の狭窄に よ り細小動脈の
虚血 を きた してい る場合は， 有意狭窄部分の 僅 か な関
大で ， 末梢血 流の 改善が期待 で き る と述べ て い る． 実
際に Bro w nら射は， 治療量の こ トロ グリ セ リン 舌下内
服後 の 冠動脈造影像 の検討結果 に もと ずい て， 正 常冠
動脈 の関大率 は 18％で あるの に対 し， 中等度狭窄で は
25％， 更に 高度狭窄で は， 35％の関大率 を示 す こ と を
証明 し， ニ ト ロ グ リセ リ ン の 主 たる 作用 機序は， 有 意
狭窄冠動脈 を直接闘犬す る こ と に あ る と報告 して い
る． 更 に Cohn ら71， K lein ら101は ニ トロ グ リ セ リ ン の
冠循環 へ の 直接作用 ， 特 に側副血行の増大作用 を示 唆
して い る ． 以上 の 知見か ら推定す れ ば， 著者が 運動負
荷 を施行 した症例 に お い て も， 有意の狭窄部位が ニ ト
ロ グ リ セ リ ン に よ り闘犬 し， その 末棉血流が改善 した
可能性が強い ． 更 に 三S T か らみ た冠血流改善が ， 冠動
脈狭窄指数の 高い もの程， 高度の 改善 を示 した成績 は，
各狭窄部位 の 血流改善が加算 され た結果， 相対的 に 冠
血流障害の 改善が よ り強く表現され た も の で あろう ．
冠 動脈狭窄指数 と左心機能 の 改善度 A，S W 工 とが 正相
関を示 した こ と に つ い て も同様 に ， 冠血流障害 の 改善
が左心機能 を改善 させ た と考 えて さ しつ か えない と 思
われ る
．
こ の よ う に 冠動脈狭窄指数， 心電図所見 左
室血行動態の 相互 関係か らの 検討か ら は， ニ ト ロ グリ
セ リ ン の 虚血改善作用 は， 冠血流障害 の直接的改善作
用 に も とずく も の で あ る こ と を強く指示 した．
上 記の 結果は， ニ トロ グリ セ リ ン の 前負荷改善作用
が ， 心 筋虚血 改善の 主作用 で な い こ と を間接的に 推定
する もの で あ っ た が ， その 直接証明に 欠け てい た
．
そ
れ 故， 次に ニ トロ グ リ セ リ ン の 冠循環 に対 する 間接作
用 の 関与に つ い て 検討 した．
冠 動脈狭窄指数と こ ト ロ グ リセ リ ン に よる 末棺血管
抵抗の 改善度 との 関係， 及 び， ニ トロ グ リセ リ ン に よ
る S T低下度と末棺血管抵抗と の 関係の い ずれ に お い
て も， 相関関係は認 め られず， 後 負荷軽減作用 は積極
的作用 を 示 さな か っ たも の と思わ れる
．
前負荷 との 関係 を解明す るた め， ニ トロ グ リセ リ ン
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舌下投与前の運動負荷 で は S T低下 を惹起 し， ニ トロ
グリ セ リ ン 舌下投与後 の運動負荷で は S T低下 を示 さ
な い 器質的冠動脈狭窄症例 に つ い て肺動脈楔入圧と 一
回心仕事量と の関係を検討 した ． そ の結果で は， 正 常
対照群 は ニ トロ グリ セ リ ン 投与前， 投与後 とも に 同 一
の心機能曲線上 を推移 した． こ れ に対 し， 狭心症群で
は運動負荷に よ り心筋虚血 に 陥 り， 負荷量が 大き い ほ
ど肺動脈楔 入圧が有意に 上 昇す る に も かか わ らず， 逆
に 一 回心仕事量の 増大 は有意 に 抑制さ れ， 心機能曲線
は， 正 常心機能曲線 に 比 し大 きく 右下方 に 偏在 し， 明
ら か に 冠循環障害が肺動脈楔入 圧 ， 並 び に 一 回 心仕事
量の動態 を支配 して い た． しか し， ニ トロ グリ セ リ ン
投与後， 心電図上 の 虚血が認 め られ なく な ると と も に ，
肺動脈模入圧 の上昇 ， 一 回心 仕事量の 増大 は正 常対照
群 と同等 に な り， そ の心機能曲線 は左上方 に復 し， 正
常心機能曲線 に近似 した ．
ま た， 運 動負荷時に ， 右冠動脈 の 攣縮 に よ り心電図
上 S T低下 をき た し， ニ トロ グ リ セ リ ン舌下投与 に よ
り， その 攣締が 完全 に 緩解す る症例の運動時の心機能
曲線 は ニ トロ グリ セ リ ン 舌下投与前， 後と も に， こ の
貴賓的冠動脈狭窄を有す る狭 心症群 と全く同様 であ っ
た ． こ れ ら の成績 は ニ ト ロ グリ セ リ ン の 前負荷軽減作
用 に より心筋虚血が改善 され た と す る より も， む しろ，
ニ ト ロ グリ セ リ ン の冠動脈拡張作用 に より 心筋虚血が
改善 した こ と を支持す るも の で あっ た ．
更 に ニ トロ グリ セ リ ン によ る心筋虚血の改善が前負
荷軽減作用 に よる も ので な い こ と を証明す る た め， 同
等 の肺動脈棋入圧 を示 す トニ トロ グ リセ リ ン舌下投与
前 の中等度負荷時J と トニ トロ グ リセ リ ン 舌下投与後
最大負荷時J の 心電図所見， 血行動態 を比較 した． そ
の結果， 同等の前負荷 で あ り なが ら，前者 で は S T低下
を示 し， 後者で は心仕事量， R P P は大 き く， 心 筋酸素
量は当然大き い に も かか わ らず S T低下は認 め られ な
か っ た ． ま た， こ の動態 は， 冠動脈攣縮性狭心症で も
同様 であ っ た． こ の 事実 は心筋虚血 お よ び， そ の 改善
が 前負荷 に依存 して い な い こ と を端的 に 支持 して い
る．
最近， 異型狭心症の 原因 は冠動脈攣締で あり ， その
綬解に ニ ト ロ グリセ リ ンが 著効 を示 す こ とが確認 され
て以来， 狭心症 と冠動脈攣縮， 冠動脈緊張 との 関係 に
つ い て 多くの論議が な さ れ， 安静時狭心症の原因に 冠
動脈緊張， 攣縮が 関与 して い る こ と は， 諸家の 認め る
と こ ろ で ある ． 一 方 ， 労作性狭心症の 成因に つ い て も，
M a s eri ら81は， 自験例の 観察 に 基づ き ， 冠動脈緊張，
攣紡が主役 をな す と推論 し， 著者 を含 め多 くの 研究者
に よ っ て臨床的に ， そ の傍証 と な りうる報告が な され
てい る 細
一 相
． 今回の検討で も， 器質的冠動脈狭窄に よ
る労作性狭心症 と冠動脈攣縮 によ る労作性狭心症例と
の ニ ト ロ グ リ セ リ ン 舌下投与前後の 運動負荷動態が，
き わ め て類 似し てい た こ と は， 労作性狭心症の発症に
冠動脈狭窄部の緊乱 撃縮が強く関与 し てい る ことを
傍証 する も の で あ ろう ．
い ずれ に して も， 以上 の成績 は， 労作性狭心症例に
対 す る運動負荷時の ニ ト ロ グ リセ リ ン の作用機序は前
負荷軽減作用が そ の 主体 をな す もの で は なく， 冠動脈
狭窄部 の関大に よ る冠血 流障害の改善が， その主作用
で あ る こ と を示 唆す るも の と思わ れ る
．
結 論
労作性狭心症 13例， 冠 撃縮性狭心症 1例， 正常対照
例 12例 に 対 し， ニ トロ グ リセ リ ン 舌下投与前後に エ ル
ゴ メ ー タ ー に よ る運動負荷 を行 い ， 運動負荷時の血行
動態， 心電図お よ び冠動脈像 の 3者の 相互 関係を検討
し， 次 の よう な成績 を得た ．
1う ニ ト ロ グリ セ リ ン 舌下投与前の運動負荷では，
著者の設定 した 冠動脈狭窄指数の 高 い 症例 ほ ど， 負荷
時の 一 回心仕事量 の増加 は不良で あ り， 冠動脈狭窄指
数と 一 回心 仕事量 の 間に は逆相関が認め られ た． 冠動
脈狭窄指数 と負荷 に よ る 一 回 心 仕事量 の増加量
仏S Wぃ とは逆相関 を示 した．
2I ニ トロ グリセ リ ン 舌下投与後 の運動負荷では，
冠動脈狭窄指数と ニ トロ グリ セ リ ン に よ る虚血改善度
仏三S TIの 間に は， 有意の正 相関が認め られた． 冠動
脈狭窄指数 と こ ト ロ グ リ セ リ ン に よ る心 仕事量 の改善
度 くA，S W Iン と は有意 の 正 相関を示 した ． ニ トロ グリ
セ リ ン に よ る末梢血管抵抗の 変化量 くAIT P Rl とニ ト
ロ グ リセ リ ン に よ る虚血改善度仏三S Tフとの 間ならび
に A，T P R と冠動脈狭窄指数の 間 に は 関連が なか っ
た ．
31 負荷前， 負荷中の 一 回 心仕事量， 肺動脈楔入圧
を座標 と した心機能曲線 を検討す る と， 狭心症群は正
常対照群 に お ける 心機能曲線の右下方 に偏位していた
が ， ニ トロ グリセ リ ン 舌下投与に よ り正 常対照群の曲
線 と近似す る よう に な っ た ．
4う 労作時の 冠攣紡 が証明 さ れ た労作性狭心症の1
例で も ， 運動負荷反応 は ニ ト ロ グ リ セ リ ン投与前後と
も に ， 器質的冠動脈狭窄を有す る狭心 症群と はぼ同 一
で あ り， 一 回仕事量， 肺動脈楔入 圧 で表現さ れる心携
能曲線も狭心症群の 曲線の 同様 であ っ た ．
5フ肺動脈楔入圧く前負荷1 が， ほ ぼ同 一 で あるrニ
ト ロ グリ セ リ ン 舌下投与前中等度負荷債J と r舌下投
与後最大負荷億Jの 比較 で は， 後者 の 一 回心仕事量は，
よ り大で あり， しか も虚血は認 め られ な か っ た．
以上 の 成績か ら ， 狭心症 に お け る ニ ト ロ グリセリン
ニ ト ロ グ リ セ リ ンの 虚血改善機序に 関す る 臨床的研究
の作用磯序の主体 をな す も の は， 前負荷軽減作用 で な
く， 冠動脈拡張効果 が 主作用 で あ ると 結論され る．
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Pulm on ary w edge pressure
A bstract
In ode rto cla rifythe m e chanis m of nitroglyc e rin a ctio n fort heim prov e m e nt of myo cardial
ische mia
，
atW OTgr aded一くm oderate a nd m a xim al w o rkloadJe x er cisetestu sing ab icycle e rgo meter
W aSPe rfo r m ed in 2 5subje cts り2 n o rm al c o ntralsubje cts and 1 3patie nts wit ha ngina pe ctoris
due to significa nt c o r o n a ry a rte ry sten osisIbefo r e a nd afte rthe sublingu al administratio n of
nitroglyc erin ． The r elatio n ship betw e e nt he c o r o n a ry ste n osisinde xくC S Ih nd v ariou she m 。－
dyn a mic pa ra m et rs w a s an lyz ed． In fiv epatie nts wit he x e rtio n al a ngin a pecto ris， Pulm o n a ry
artery w edge pr e ss u r e s w e r er c oded du ringthe test in orde rto c o mpa r ethem withot he rhem o－
dyn a mic para m ete rs．
In the m a xim al w o rk lo ad befo r ethe s ublingu al administr ation of nitr oglyc e rl n，t he C S Iand
in c re asesin stroke w o rk inde xくムS W IJ w e r einv e rs ely c o r relatedくrzO．6 4 4， Pく0．0り， W he re a sthe
C SIa nd the degre e of m yo c a rdial is che miaくZS TJin ele ctr o c a rdiogr a m w e redir ectly c orrelated
くF O．7 32， pく0．0 0 1J．
A fterthe s ublingu al administr atio n of nitroglyc e n ，
AS W I in cr e as ed a nd ES Tw as reliev ed
，
de m o n str ating a signific a nt c o r r elatio nbetw e e nthe C SIand bothA
I
s w Ia nd AES TCt he diffe r－
e n ce s of AS W Is and 三S Ts befo re a nd afte rthe sublingu alnitr oglyc erin ad ministratio nHrニ0 ．8 3 3，
Pく0．01 betw e e nC SIa nd A
，
s w Iニ r ニ0
．
8 8 3
， Pく0－0 1 betw e e nC S Ia nd ム三S TJ－ How eve r， n eithe r
the CSIn o rt he degre eof m yo c a rdial is che mia w e re signific a ntly c o related wit h the change sin
Pe riphe ralv as c ula r r esista n ce ．
Befo r e a nd afte rthe sublingu aladministratio n ofnitroglyc e rin in n o r malc o ntroIsubje cts，the
Ventric ula rfunctio n c u rv e
，
Which e xpr e ss e st he r elatio n ship betw e e nthe pulm o nary arte ry w edge
Pr eSSu r e a nd the str oke w o rk index ， W a S Cha ra cte riz ed by the s am e sha rp cu rve ． On the other
hand
，
in patie nts witha ngin a pe cto ris due to signific a nt c o ro n a ry a rtery ste n osis， t he cu rv e




the curv e ap pro xim ated thatof
the n o r malgr o up afte rthe adm in istr atio n． This he m odyn amic cha nge w a sthe sa m ea sthatofa
Patie nt withangin ape ctoris du eto c o r o n a ry spas m．
In the patients witha nigin a pe cto ris， Prelo ad u ndert he m ode r ate w ork lo ad befo re the
administratio n of mi tr oglyc e rin w as alm ost equ a11ed to that u nderthe m a xim al w ork lo ad after
the administr atio n
． Ho w ev e r
，




m yOCa rdial is chemia in ele ctr o c a rdiographic findings， a nd the str oke w o rk inde x w ere
Slgni丘C a ntly greate r t ha n that u nder the mode r ate w o rk load before admi mi tratio n． This
hem odyna mic alte ration w ast he s a m eas that of a patie nt with a ngin ape cto ris du eto co ronary
artery spasm ．
From these results， itm ay be c oncluded t hat the m ain m e cha nis m of nitr oglyc e rin a ctionin
Patie nts wit ha ngln aPeCtO ris du e to c o ro n a ry a rte ry ste n osis lie sin dir e ct im pr o v em ent of
CO rOnary Cir culatio nby relaxingthe ste n oticlesio nsin the c o r o n a ry a rte ries．
